
第 1会場（1F　ホール）

シンポジウム 4� 11 月 12 日（土）　9:00 ～ 11:00
第 1会場　1F　ホール

改めて考える高齢婦人科がん患者における手術の役割�―脆弱性を有する高齢婦人科がん手術患者―

座長：渡部　　洋（�東北医科薬科大学医学部産婦人科学）
　　　吉田　好雄（�福井大学）

SY4-1 高齢婦人科がん手術患者の脆弱性の評価
井上　大輔
（�福井大学産科婦人科）

SY4-2 日本産科婦人科学会婦人科腫瘍委員会の年次報告から解析した高齢婦人科がん治療患者
太田　　剛、奥井　陽介、永瀬　　智
（�山形大学医学部産科婦人科講座）

SY4-3 高齢婦人科がん診療におけるサルコペニア評価の重要性について
山田竜太郎
（�北海道がんセンター　婦人科）

SY4-4 婦人科悪性腫瘍の個別化医療実践におけるカヘキシア・サルコペニアの意義
芳川　修久
（�名古屋大学医学部産婦人科）

🄿 特別講演� 11月 12 日（土）　11:05 ～ 12:05
第 1会場　1F　ホール

座長：藤原　　浩（�金沢大学医薬保健研究域医学系産科婦人科学）

SL あらためて考える産婦人科手術の基本・開腹手術・腟式手術―鏡視下手術世代での役割―
永田　一郎1,2）

（�防衛医科大学校名誉教授1）、埼玉医科大学産婦人科客員教授2））

ランチョンセミナー 3� 11 月 12 日（土）　12:20 ～ 13:10
第 1会場　1F　ホール

治癒を目指した進行卵巣がんの治療戦略

座長：田畑　　務（�東京女子医科大学　産婦人科学講座）

LS3 進行卵巣がんの手術薬物療法～Complete�surgeryのための全壁側腹膜切除術～
田部　　宏
（�国立がん研究センター東病院　婦人科）

共催：アストラゼネカ株式会社



総会� 11 月 12 日（土）　13:30 ～ 13:50
第 1会場　1F　ホール

シンポジウム 5� 11 月 12 日（土）　13:55 ～ 15:35
第 1会場　1F　ホール

改めて考える悪性腫瘍における手術の役割�―ゲノム医療時代における新しい手術戦略―

座長：京　　　哲（�島根大学医学部産科婦人科）
　　　岡本　愛光（�東京慈恵会医科大学産婦人科）

SY5-1 PARP阻害剤時代における卵巣癌に対するPDS,�IDS,�SDSの役割
松村　謙臣
（�近畿大学　産科婦人科学）

SY5-2 審査腹腔鏡による進行卵巣癌の手術戦略
上田　　和1）、細谷　聡史2）、小田嶋　俊2）、岡本　愛光2）

（�国際医療福祉大学三田病院　女性腫瘍センター・婦人科1）、東京慈恵会
医科大学産婦人科学講座2））

SY5-3 分子分類による子宮体癌の予後に基づく新たな手術戦略の可能性について
渡利　英道、山崎　博之、朝野　拓史、金野　陽輔
（�北海道大学大学院医学研究院産婦人科学教室）

SY5-4 卵巣癌の内視鏡手術の試み
近藤　英司、吉田　健太、金田　倫子、二井　理文、手石方康宏、
榎本　尚助、萩元　美季、池田　智明
（�三重大学　産科婦人科）

SY5-5 ゲノム医療時代におけるHIPECの戦略
津吉　秀昭
（�福井大学医学部　産科婦人科）

閉会式� 11 月 12 日（土）　15:35 ～ 15:40
第 1会場　1F　ホール



第 2会場（2F　大集会室�第 1区画）

一般演�題 5� 11 月 12 日（土）　9:00 ～ 9:50
第 2会場　2F　大集会室�第 1区画

リンパ節

座長：三上　幹男（�東海大学医学部専門診療学系産婦人科）
　　　齋藤　俊章（�国立病院機構　九州がんセンター婦人科）

O-5-1 傍大動脈リンパ節郭清術後に横隔膜交通症を発症した卵巣癌の一症例
石橋ますみ1）、徳永　英樹1）、橋本　栄文1）、高橋　友梨1）、重田　昌吾1）、
村上　康司2）、渡邉　龍秋3）、島田　宗昭1）、八重樫伸生1）

（�東北大学�産婦人科1）、東北大学�呼吸器内科2）、東北大学�呼吸器外科3））

O-5-2 腹腔鏡下傍大動脈リンパ節郭清～経腹膜アプローチで大血管の裏まで郭清する
野村　秀高、阿部　彰子、西野　翔悟、美坂　聡樹、吉満　輝行、
村頭　　温、松本　剛史、菅野　素子、伏木　　淳、青木　洋一、
根津　幸穂、尾身　牧子、谷川　輝美、岡本三四郎、金尾　祐之
（�がん研究会有明病院）

O-5-3 婦人科悪性腫瘍における初回手術後の後腹膜鏡下リンパ節郭清
干場　　勉、山田野々花、岡田　貴行、柴田　崇宏、碓井　　愛、
東　　恭子、尾山　量子、八代　憲司、田中　良明、桑原　陽祐、
黒岩　征洋、平吹　信弥、佐々木博正
（�石川県立中央病院）

O-5-4 Multiphase�3DCT�Angiographyを用いた鏡視下骨盤リンパ節郭清術における術前シミュレー
ションの有用性

越智　良文、菅野　　潔、桝田沙也加、戸枝　　満、仙波　恵樹、
安井みちる、加藤　　慧、島田　京子、吉野　育典、澤田　麻里、
坂手慎太郎、柳井しおり、羽田　智則、安藤　正明
（�倉敷成人病センター）

O-5-5 腹腔鏡下骨盤内リンパ節郭清時における閉鎖神経障害の検討
平山　貴裕、大西　佑実、春日　摩耶、日野　麻世、山西　　恵、
山西優紀夫、横山　玲子、山村　省吾、坂田　晴美、豊福　　彩、
吉田　隆昭
（�日本赤十字社和歌山医療センター）

O-5-6 センチネルリンパ節生検を施行した外陰癌手術
北村　翔一、瀧川　　若、夏目　貴史、藤井えりさ、加藤　真弓、
棚瀬　康仁、宇野　雅哉、石川　光也、加藤　友康、鶴田　成二、
山崎　直也
（�国立がん研究センター中央病院）



一般演�題 6� 11 月 12 日（土）　9:55 ～ 10:45
第 2会場　2F　大集会室�第 1区画

挑戦・提案

座長：永瀬　　智（�山形大学産科婦人科学講座）
　　　竹原　和宏（�国立病院機構　四国がんセンター　婦人科）

O-6-1 子宮頸癌ⅢCr期(FIGO2018)に対して手術療法を選択した2症例
夏目　貴史、瀧川　　若、川野さりあ、小澤梨紗子、中原万里子、
北村　翔一、藤井えりさ、加藤　真弓、宇野　雅哉、棚瀬　康仁、
石川　光也、加藤　友康
（�国立がん研究センター中央病院）

O-6-2 当院でロボット支援下広汎子宮全摘術を含む直腸合併切除術を施行した2症例の検討
田辺優理子1）、堀江　昭史1）、河田　健二2）、寒河江悠介1）、砂田　真澄1）、
北村　幸子1）、村上　隆介1）、滝　　真奈1）、山ノ井康二1）、山口　　建1）、
濵西　潤三1）、万代　昌紀1）

（�京都大学医学部附属病院�産科婦人科1）、京都大学医学部附属病院�消化管
外科2））

O-6-3 婦人科領域におけるSharp�Dissectionを再考する
棚瀬　康仁、瀧川　　若、夏目　　貴、北村　翔一、藤井えりさ、
加藤　真弓、宇野　雅哉、石川　光也、加藤　友康
（�国立がん研究センター中央病院）

O-6-4 巨大な子宮動静脈奇形に対して、血管内治療後に子宮腟上部切断術を施行した1例
濱口　史香、寒河江悠介、山ノ井康二、奥宮明日香、北村　幸子、
砂田　真澄、滝　　真奈、村上　隆介、堀江　昭史、山口　　建、
濵西　潤三、万代　昌紀
（�京都大学医学部附属病院）

O-6-5 婦人科医主導の子宮付属器直腸合併切除術の導入
伊東　史学、中澤　　遼、中谷　真豪、福井　寛子、杉浦　　敦、
谷口真紀子、佐道　俊幸、喜多　恒和
（�奈良県総合医療センター）

O-6-6 卵巣癌腫瘍減量手術における大腸切除の有用性と安全性についての検討
尾身　牧子、菅野　素子、伏木　　淳、阿部　彰子、根津　幸穂、
青木　洋一、谷川　輝美、岡本三四郎、野村　秀高、温泉川真由、
尾松　公平、金尾　祐之
（�がん研有明病院）



ランチョンセミナー 4� 11 月 12 日（土）　12:20 ～ 13:10
第 2会場　2F　大集会室�第 1区画

婦人科腹腔鏡下手術における合併症対策

座長：中島　彰俊（�富山大学　学術研究部医学系　産科婦人科学講座）

LS4 婦人科鏡視下手術における合併症対策～明日からできることは？～
林　　茂徳
（�慶應義塾大学医学部　産婦人科学教室）

共催：科研製薬株式会社

一般演�題 7� 11 月 12 日（土）　13:55 ～ 14:45
第 2会場　2F　大集会室�第 1区画

TLH

座長：吉田　　浩（�東海大学）
　　　堀江　昭史（�京都大学）

O-7-1 腹腔鏡下膣式子宮全摘出術中に偶発的に判明した重複尿管の1例
松口　一道1）、山口　純子1）、吉田　至幸2）

（�市立大村市民病院1）、島原マタニティ病院2））

O-7-2 全腹腔鏡下子宮全摘術における腟断端・腹腔内感染と予防的抗菌薬の検討
高松　　愛、冨倉　彩加、菊地まほみ、安藤　まり、深瀬　実加、
有馬　宏和、奥野さつき、原　周一郎、浅井　　哲、竹本　周二、
田島　博人、浅田　弘法
（�新百合ヶ丘総合病院）

O-7-3 腹腔鏡下子宮全摘出術時に腟管を誤認しVagiパイプの誤挿入により直腸損傷をきたした2例
北澤　晶子、坂井　健良、林　　茂徳、家谷　佳那、高橋　美央、
長谷川慶太、吉村　拓馬、吉浜　智子、千代田達幸、山上　　亘、
阪埜　浩司、青木　大輔
（�慶應義塾大学）

O-7-4 巨大子宮や内膜症性骨盤内癒着症例のTLHの工夫～子宮膣部2段階切除法～
山田　昌代、西尾　元宏、子安　保喜
（�四谷メディカルキューブ）

O-7-5 全腹腔鏡下子宮全摘術における蛍光尿管カテーテルの使用経験
増田　公美、淡路　拓也、廣瀬　陸人、藤吉恵津子、谷口　　翠、
黒田美紗子、市川　冬輝、永瀬　慶和、甲村奈緒子、田中あすか、
岡　　藤博、横井　　猛
（�市立貝塚病院）



O-7-6 腹腔鏡下手術における術中回収式自己血輸血の有用性
菊地まほみ、冨倉　彩加、安藤　まり、高松　　愛、深瀬　実加、
有馬　宏和、奥野さつき、原　周一郎、浅井　　哲、竹本　周二、
田島　博人、浅田　弘法
（�新百合ヶ丘総合病院）

一般演�題 8� 11 月 12 日（土）　14:45 ～ 15:35
第 2会場　2F　大集会室�第 1区画

教育・工夫1

座長：金内　優典（�小樽市立病院）
　　　水本　泰成（�金沢大学医薬保健研究域医学系産科婦人科学）

O-8-1 鏡視下手術時発生のsurgical�smoke/mistに対する陰イオン利用除去装置の使用経験
大塚　祥子、水野　美香、福田　美香、簗詰伸太郎、戸上　真一、
小林　裕明
（�鹿児島大学）

O-8-2 当院におけるサージカルスモーク対策についての取り組み
黒星　晴夫、菅原　拓也、山下　　優、北村　圭広、渡邉　亜矢
（�京都府立医科大学附属北部医療センター）

O-8-3 初期研修医、専攻医に対する手術前説明のトレーニングの有効性について
井平　　圭、金野　陽輔、三田村　卓、山崎　博之、松宮　寛子、
黒須　博之、櫻井　愛美、渡利　英道
（�北海道大学）

O-8-4 「助手力」の教育�～助手力を構成する要素とは何か、どのように教育するのか～
梅本　美菜、松浦　基樹、足立　岳貴、有本　千紘、黒川　晶子、
西村　庸子、玉手　雅人、秋元　太志、幅田周太朗、岩崎　雅弘、
齋藤　　豪
（�札幌医科大学�産婦人科学講座）

O-8-5 TLHにおける非利き手の有効率を検証する
和田　　渚1）、玉手　雅人2）、有元　千紘2）、鹿内　智史1）、杉田奈穂子1）、
鈴木　将裕1）、松浦　基樹2）、齋藤　　豪2）

（�北海道社会事業協会帯広病院産婦人科1）、札幌医科大学産婦人科学講座2））

O-8-6 コロナ禍における内視鏡技術認定医習得への道～ビデオクリニックを経験して
中山　朋子1）、松本　　貴2）、西田　康平1）、大前　彩乃1）、相本　法慧1）、
平田　智子1）、西條　昌之1）、河合　清日1）、小髙　晃嗣1）、関　　典子1）、
水谷　靖司1）

（�姫路赤十字病院1）、大阪中央病院2））



第 3会場（3F　大会議室）

一般演�題 9� 11 月 12 日（土）　9:00 ～ 10:00
第 3会場　3F　大会議室

教育・工夫2

座長：北　　正人（�関西医科大学医学部産科学婦人科学講座）
　　　寺井　義人（�神戸大学大学院医学研究科産科婦人科）

O-9-1 妊娠35週の卵巣腫瘍茎捻転に対して腹腔鏡下卵巣腫瘍核出術を施行しえた1例
中谷　真豪、伊東　史学、中澤　　遼、福井　寛子、谷口真紀子、
杉浦　　敦、佐道　俊幸、喜多　恒和
（�奈良県総合医療センター）

O-9-2 腹腔鏡を併用した巨大卵巣腫瘍に対する手術戦略
小幡　武司、吉越　信一、松田美智子、林　　晃輝、曽根　香穂、
森田　章嗣、山口　彩華、本多　真澄、草開　友理、草開　　妙、
炭谷　崇義、南　　里恵、飴谷　由佳、谷村　　悟
（�富山県立中央病院）

O-9-3 腹腔鏡下子宮全摘における気腹法と皮下鋼線つり上げ法の比較
佐藤いずみ、櫻田　昂大、濱田衣美子、竹澤　美紀、野添　大輔、
藤峯　絢子、和田麻美子、藤井　　調、谷川原真吾
（�スズキ記念病院）

O-9-4 1,000g以上の大型子宮に対しても腹腔鏡下子宮全摘出術が標準的に行われる日は近いのか
竹本　周二、菊地まほみ、深瀬　実加、高松　　愛、安藤　まり、
有馬　宏和、原　周一郎、浅井　　哲、浅田　弘法
（�新百合ヶ丘総合病院産婦人科）

O-9-5 3孔式TLHで子宮マニュピュレーターの意義を改めて考える
八田　幸治、北山　和樹、植田　真帆、金光　麻衣、志村　寛子、
角田紗保里、宮本真由子、小和　貴雄、邨田　裕子、田中　絢香、
矢野　悠子、高山　敬範、橋本奈美子
（�公益財団法人�日本生命済生会�日本生命病院）

O-9-6 ロボット支援下手術において左下腹部からの1stエントリーを行った2例
中澤　　遼、伊東　史学、中谷　真豪、福井　寛子、谷口真紀子、
杉浦　　敦、佐道　俊幸、喜多　恒和
（�奈良県総合医療センター）

O-9-7 E式開肛器での、いい術野展開
瀧川　　若、川野さりあ、中原万里子、小澤梨紗子、北村　翔一、
夏目　貴史、藤井えりさ、加藤　真弓、棚瀬　康仁、宇野　雅也、
石川　光也、加藤　友康
（�国立がん研究センター中央病院）



一般演�題 10� 11 月 12 日（土）　10:05 ～ 10:55
第 3会場　3F　大会議室

子宮がん

座長：藤井多久磨（�藤田医科大学）
　　　小林　裕明（�鹿児島大学医学部産科婦人科）

O-10-1 準広汎子宮全摘出術での最適切開ラインをこだわる
伏木　　淳、野村　秀高、阿部　彰子、美坂　聡樹、吉満　輝行、
松本　剛史、村上　　温、菅野　素子、青木　洋一、根津　幸穂、
尾身　牧子、谷川　輝美、岡本三四郎、金尾　祐之
（�がん研有明病院）

O-10-2 ロボット支援広汎子宮頸部摘出術後に妊娠した2症例
濱田　朋紀1）、岩尾　　葵1）、窪　凛太郎2）、市原　文野1）、新原有一朗1）、
永井さより1）、林　　久雄1）、太崎友紀子1）、簗詰伸太郎1）、小林　裕明1,2）

（�鹿児島大学1）、鹿児大学医学部婦人科がん先進医療学講座2））

O-10-3 子宮頸がんの広汎子宮全摘出術におけるノットフリー縫合糸を用いた新たな腟切断時の工
夫について

岩越　　裕、田山　親吾、楠木　　槙、山口　宗影、齋藤　文誉、
本原　剛志、近藤　英治
（�熊本大学）

O-10-4 当院における初期子宮体癌に対する腹腔鏡下手術およびロボット支援下手術の検討
宮本真由子、植田　真帆、北山　和樹、新垣佑里香、金光　麻衣、
角田紗保里、志村　寛子、小和　貴雄、邨田　裕子、田中　絢香、
矢野　悠子、八田　幸治、高山　敬範、橋本奈美子
（�日本生命病院）

O-10-5 腫瘍散布防止のための工夫―子宮体癌に対するロボット支援腹腔鏡下子宮全摘出術
中島　葉月、大脇　晶子、伊藤真友子、市川　亮子、宮村　浩徳、
仲村　　勝、西澤　春紀、藤井多久磨
（�藤田医科大学病院）

O-10-6 良性子宮疾患の適応による腹腔鏡手術における潜在性子宮肉腫の頻度の検討
深瀬　実加、冨倉　彩加、菊地まほみ、高松　　愛、安藤　まり、
有馬　宏和、奥野さつき、原　周一郎、浅井　　哲、竹本　周二、
田島　博人、浅田　弘法
（�新百合ヶ丘総合病院）


